
 

 

 

 

３．経 営 方 針 

 

 

(1) 経営の基本方針 

当社グループは、様々な情報サービスを提供することにより、お客様の価値を高め、豊かな社会を

創造することが使命であると考えております。そのために、常に時代の先を読み、市場環境の変化、

お客様のニーズ、最新の技術動向に迅速・的確に対応してまいります。こうした考え方のもと、持続

的な成長によって安定して利益創出できる企業体質の確立を目指し、経営にあたっております。 

 

(2) 対処すべき課題及び中長期的な経営戦略 

国内 IT 投資は下げ止まりつつあるものの、引き続き抑制傾向が続くものと見込まれております。

一方、新興国市場を中心にグローバル IT 投資は堅調な推移が見込まれており、お客様のグローバル

市場への進出も引き続き加速していることから、当社としてもグローバル市場でのビジネス拡大を図

る必要があります。 

また、国内 IT サービス市場は、お客様や社会のニーズが多様化・高度化しており、システムを所

有せず必要に応じて利用するサービス、価格低減や納期短縮への期待に合致するサービス等に対する

需要が増加しております。システムインテグレーションに頼ったビジネス構造ではなく、市場の変化

に対応した多様な IT サービスの拡大が課題となっております。 

当社グループは、資本提携等を通じ急速に規模を拡大してまいりました。拡大した規模を活かすた

めに、ガバナンスの強化を図った上で、グループ全体最適の視点から、さらにリソースの効率的な活

用、シナジーの創出を実現していく必要があります。 

 

当社グループはこのような課題に対し、平成 24 年度～平成 27 年度の中期経営計画を以下のとおり

策定し、取り組んでまいります。 

 

・新規分野拡大・商品力強化 

お客様からの価格低減への期待に対し、クラウドや AMO などの IT コスト削減ソリューション

の拡大に取り組むとともに、より高度で複雑な業務への IT 適用を期待するお客様の要望に対

し、ビジネス・アナリティクスやコア業務 BPO など、提供するサービスの高度化・多様化を図

ります。さらに、M2M クラウドやロボティクス事業などの新規事業開拓や、既存事業における

成長やシェア拡大が見込める分野へのリソース流動などにより、当社収益の持続的な成長に繋

がるような事業の拡充を目指します。 

また、ソフトウェア開発自動化などに代表されるソフトウェア生産技術の向上や、大学等と連

携した先端技術の研究開発など、新規分野拡大・商品力強化のための積極投資も進めます。 

 

・グローバルビジネスの拡大・充実・強化 

お客様のグローバル市場への進出のサポートや、拡大が見込める海外市場の取り込みのため、

空白地域へのカバレッジの拡大を目指します。また、SAP、テレコム分野など当社が得意技と

して保有するソリューションをグローバル横断チーム（Global One Team）で共有し、さらな

る充実・強化を行います。 

 

㈱エヌ・ティ・ティ・データ（9613）　平成24年３月期　決算短信

- 12 -



 

 

 

 

・全体最適の追求 

グローバルレベルでの業務の標準化・効率化・集約化、グループ会社や組織の再編・統合を通

じた規模を活かした経営の効率化に向けた取組を行います。また、激変する環境に対応した事

業ポートフォリオに合わせて、リソース配分を行い、さらなる成長を促進します。 

 

(3) 目標とする経営指標 

当社グループは、さらなる成長と利益の拡大を進め、引き続きグローバル TOP５相当を目指します。 

具体的には平成 28 年３月期において、一株当たり当期純利益（EPS:Earnings Per Share）20,000 円

を目標とします。 
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